


















結論 

(1)昭和 60 年における神経芽細胞腫死亡は,全国で 89 例で過去 7年間の最低であった。 

(2)小児 10 万人に対する比は 0.34 で,これは昭和 54 年度の 64%となった。 

(3)年齢階級別では 1-4 歳の占める割合の低下が目立った。 

(4)北海道,京都府では死亡数の減少が特に目立った。 

(5)マス・スクリーニングの普及に,本疾患の死亡が,どう推移して行くか,更に,今後の検討

が必要と思われる。 


